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神 宮 参 拝

ま し た 。 そ ん な 時 、 友 人 か ら こ ん な プレ ゼ ン ト が 飛 び 込 ん で き た の で す 。　 「 香 典 返 し に カ タ ロ グ が 届 い た のよ 。 そ の 中 に 、 ホ テ ル 二 名 様 一 泊 と いう の が あ っ た の よ 。 行 か な い ？ 」  。  「 行く 、 行 く 」  。 そ の ホ テ ル は 名 古 屋 に ある 、 と い う こ と で 、 そ れ で は ち ょ っ と足 を 伸 ば し て お 伊 勢 詣 で に 。　
私 は 、 伊 勢 神 宮 に は 、 三 十 年 く ら い

前 に 一 度 行 っ た こ と が あ る の で す 。 その 時 、 な ん の 知 識 も な く 普 通 の 神 社 の大 き い の だ ろ う 、 と 思 っ て い た 。 行 って び っ く り 。 な ん と 壮 大 な こ と 。 そ れ

　
各 地 の 連 休 の 賑 わ い を ぼ

ん や り テ レ ビ で 見 て い たら 、 ど こ か に 行 き た く な り

に 外 宮 、 内 宮 と か い う 言 葉 が 聞 こ えて き た が 、 な ん の こ と か さ っ ぱ り わか ら な い 。 売 店 で パ ン フ レ ッ ト を 買っ て 読 み な が ら 歩 い た 。　
今 度 は 少 し 調 べ て 行 こ う 、 と 思 い

図 書 館 か ら 本 を 借 り て き た 。  「 ア マテ ラ ス の 正 体 」  ・  「 伊 勢 神 宮 に 秘 め られ た 謎 」  ・  「 伊 勢 神 宮 と 出 雲 大 社 」  。難 解 だ 。 寝 転 が っ て 読 ん で い た ら 、い つ の 間 に か 寝 て し ま っ た 。　
な ん と 夢 の 中 で 参 拝 し て い る の で

す 。 参 道 を 歩 き 鳥 居 を く ぐ っ た ら 二人 と も 足 が 痛 く な り 休 憩 。 あ ろ う こと か 汚 れ た 足 を 清 ら か な 五 十 鈴 川 に浸 し 「 赤 福 」 を 食 べ て い る 。 五 個も 。　
無 事 に 参 拝 で き る で し ょ う か 。 不

安 で す ・ ・ ・ 出 発 は 二 週 間 後 で す 。

総  会 に は 約 ３ ０ 人 が  参  加 や 、 各 参 画 団 体 に よ る「 山 口 き ず な 音 楽 祭

1 0＋

６
　
ク リ ス マ ス 市 セ レ モ

ニ ー 『 音 楽 の 祭 典 』  」  （

1 2

月 １ 日 ）  、  「 ク リ ス マ ス マー ケ ッ ト ＆ 冬 の チ ョ コ レー ト ま つ り 」  （ 同 ）  、  「 新山 口 イ ル ミ ネ ー シ ョ ン 」（

1 1月

2 9日 〜 １ 月

1 9日 ）  、

「 ス ペ イ ン ・ ナ バ ラ ワ イ
ン の 夕 べ 」  （

1 2月

2 1日 ）

な ど 、 約

4 0の 団 体 が さ ま

ざ ま な イ ベ ン ト を 開 催 。「  『

1 2月 、 山 口 市 は ク リ ス

マ ス 市 に な る 。  』 の 合 言葉 の も と 、 山 口 市 を ク リ

務 ・ 広 報 事 業 ⑤ 組 織 体 制の 強 化 が 掲 げ ら れ た 。 ①で は 、 本 事 業 を 「  『 歴史 』  『 食 』  『 灯 』  『 音 』 など の 要 素 を 掛 け 合 わ せ て産 業 振 興 を 図 り 、 山 口 市の 冬 の 風 物 詩 に 育 て 上 げる 」 こ と を 目 標 と し て いる 。 具 体 的 に は 、  「 歴 史

朗 読 劇 」 の 作 成 や 、 ワ ーク シ ョ ッ プ の 実 施 な ど を計 画 。 ま た 、 昨 年

2 0店 舗

の 参 加 だ っ た 食 の 事 業「 恋 す る ピ ン チ ョ ス 」 は今 年 、 加 盟

4 0店 舗 を 目 指

す 。　
さ ら に 、 役 員 の 改 選 も

さ れ た 。 灯 り 部 会 長 の 大原 敏 之 さ ん （ 山 口 マ ツダ ） が 相 談 役 に 、 金 子 裕太 さ ん （ 金 子 材 木 店 ・ 山口 商 工 会 議 所 青 年 部 会長 ） が 副 実 行 委 員 長 に 、大 庭 剛 さ ん （ オ オ バ ク リエ イ テ ィ ブ ） が 灯 り 部 会長 に 、 そ れ ぞ れ 就 い た 。そ の 他 の 役 員 は 次 の 通り 。  （ 敬 称 略 ）　
岡 部 達 矢 実 行 委 員 長

（ 岡 部 園 芸 ） ▽ 小 川 賢 浩副 実 行 委 員 長 兼 食 部 会 長（ 小 川 保 険 ） ▽ 杉 本 理 恵子 副 実 行 委 員 長 （ え す ぷら ん ） ▽ 山 下 鉄 旨 総 務 ・財 務 部 会 長 （ サ ン ・ ロ ード ） ▽ 小 田 雅 彦 歴 史 部 会長 （ 元 山 口 ふ る さ と 伝 承総 合 セ ン タ ー ） ▽ 吉 野 めぐ み 広 報 部 会 長 （ よ し の印 刷 ） ▽ 河 村 利 夫 相 談 役（ 山 口 商 工 会 議 所 副 会 頭 ・中 国 芝 浦 電 子 ） ▽ 多 々 良健 司 相 談 役 （ 多 々 良 造園 ）　 「 日 本 の ク リ ス マ ス は山 口 か ら 」 事 業 は 、 日 本

で 初 め て の ク リ ス マ ス ミサ （ １ ５ ５ ２ ＝ 天 文

2 1

年 ） が こ こ 山 口 で 執 り 行わ れ た と の 史 実 を 地 域 のブ ラ ン ド 力 向 上 や に ぎ わい に つ な げ よ う と 、 １ ９９ ７ 年 に 山 口 商 工 会 議 所青 年 部 が 初 開 催 。 ２ ０ ０８ 年 以 降 は 実 行 委 員 会 によ る 運 営 と な り 、 よ り 多く の 団 体 ・ 個 人 が 参 加 する よ う に な っ た 。

　
「 日 本 の ク リ ス マ ス は

山 口 か ら 実 行 委 員 会 」は 、 ６ 月

2 4日 夜 に 総 会 を

開 催 。 参 画 団 体 の 代 表 者ら 約

3 0人 が 参 加 し 、 本 年

度 の 事 業 の 方 向 性 な ど を確 認 し た 。　
最 初 に 、 ２ ０ ２ ４ 年 度

の 事 業 を 報 告 。 実 行 委 員会 に よ る 「 ク リ ス マ ス イル ミ ネ ー シ ョ ン 点 灯 式 」
（

1 2月 １ 日 ）  、  「 亀 山 公 園

（ 美 術 館 横 ） 並 び に Ｊ Ｒ山 口 駅 ラ イ ト ア ッ プ 」（

1 2月 １ 日 〜

3 1日 ）  、  「 恋

す る ピ ン チ ョ ス 」  （ 同 ）

ス マ ス 一 色 に 染 め 上 げた 」 と ま と め た 。　

2 5年 度 の 事 業 計 画 に

は 、 ① ク リ ス マ ス 市 の未 来 創 出 事 業 ② 日 本 のク リ ス マ ス は 山 口 か ら点 灯 式 ③ 旧 山 口 サ ビ エル 記 念 聖 堂 シ ン ボ ル モニ ュ メ ン ト 事 業 ④ 総

昨 年 度 と 本 年 度 の 事 業 確 認 な ど

日 ク リ 実 行 委 が ６ 月 に 総 会
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2 0 9 3
前 回 （ 2 0 2 2 年 ） の 様 子

w e b お 申 込 み は

こ ち ら

7 / 1 1（ 金 ）ま で

や ま ぐ ち ピ ー ス フ  ォ ー ラ ム２ ０ ２ ５ 開 催 ！継 承 ～  つ な げ よ う 平 和 の バ ト ン ～

 

主 催

 ／ 山 口 県 ピ ー ス ア ク シ ョ ン 実 行 委 員 会

〈 構 成 団 体 〉 山 口 県 生 活 協 同 組 合 連 合 会 ・ 生 活 協 同 組 合 コ ー プ や ま ぐ ち〈 協 力 団 体 〉 山 口 県 原 爆 被 害 者 団 体 協 議 会　 　 　 　 　 　

（ 一 財 ） 山 口 県 原 爆 被 爆 者 支 援 セ ン タ ー ゆ だ 苑

〈 協 賛 〉

　 　

２ ０ ２ ５ 国 際 協 同 組 合 年 山 口 県 実 行 委 員 会
　
終 戦 か ら

8 0年 。 体 験 者 の 話 が 減 り

続 け て い る 今 、 あ な た は ど ん な 言 葉で 子 ど も た ち に 「 戦 争 」 や 「 原爆 」  、  「 平 和 」 を 伝 え ま す か ？

　
戦

争 ・ 被 爆 体 験 を 知 り 、 平 和 な 世 界 を次 の 世 代 に 引 き 継 い で い く た め に 、自 治 体 首 長 ・ 被 爆 者 ・ 市 民 が 一 緒 にピ ー ス フ ォ ー ラ ム を 開 催 し ま す 。 ぜひ ご 参 加 く だ さ い ！

ピ ー ス  フ  ォ  ー ラ ム  っ  て ？

日 時 ：

  ７ 月

2 8日  （ 月 ）

1 3時 半 〜

1 6時

 

（ 受 付 開 始 ：

1 2時 半 ）

場 所 ：

  Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 維 新 ホ ー ル

 

※ お 車 で お 越 し の 際 は 、 周 辺 の 有 料 駐 車 場 を ご 利 用 く だ さ い 。

　
２ ０ １ ０ 年 に 山 口 県

内 の 全 て の 自 治 体 が 平和 首 長 会 議 に 加 盟 し たの を 機 に 始 ま り

2 4年 ま

で に ７ 回 開 催 し て い ます 。 自 治 体 首 長 ・ 被 爆者 ・ 市 民 が 一 緒 に な って 平 和 に つ い て 考 え る場 で す 。 ど な た で も ご参 加 い た だ け ま す 。

〈 プ ロ グ ラ ム 〉
第 一 部 「 基 調 講 演 」

　
講 師 ： 浅 野 英 男 さ ん

　
核 兵 器 の な い 未 来 を つ く る 〜 な ぜ 「 い ま 」 を

生 き る 私 た ち の 課 題 な の か 〜第 二 部 「 山 口 県 版 平 和 首 長 会 議 」　
山 口 県 内 の 全 自 治 体 首 長 は 、 核 兵 器 を な く す

た め に 様 々 な 取 り 組 み を 行 っ て い る 平 和 首 長 会議 に 加 盟 し て い ま す 。 私 た ち に も っ と 身 近 な 首長 の 皆 さ ん に 、 各 自 治 体 の 平 和 の 取 り 組 み や 平和 へ の 想 い を お 聞 き し ま す 。※ 県 内

1 1自 治 体 か ら 出 席 予 定 で す 。

◆ お 問 い 合 わ せ ・ お 申 込 みコ ー プ や ま ぐ ち 組 合 員 活 動 グ ル ー プ
０ １ ２ ０

－ ２ ７

－ ５ ５ ２ ０ （ 月 〜 金

　
９ 時 〜

1 8時 ）

ぶ ど う の 木 代 表　 　 　 　 　 　 　

中 村

　
佳 恵

　
こ の 本 は 、 哺 乳 類 生 態 学

研 究 者 の 伊 澤 さ ん が 、  「 ナオ ス ケ 」 と 名 づ け た ノ ラ ネコ の 行 動 を 丸 一 日 観 察 し 、そ れ を ま と め た も の で す 。　

1 0時 、 石 の 上 で 眠 っ て い

る ナ オ ス ケ を 発 見 。 目 を さま す ま で に 待 つ こ と

4 0分 。

そ れ か ら ナ オ ス ケ は 、 し ばら く の び を し た り 毛 づ く ろい を し た り し て 、

1 1時 に や

っ と 歩 き 出 し ま し た 。　
こ こ か ら い よ い よ 追 跡 開

始 。 他 の ネ コ に 出 会 っ た らど ん な 行 動 を と る か 、 つ めと ぎ や ふ ん の 始 末 の し か たな ど 、 見 た こ と は す べ て ノー ト に 記 録 し て い き ま す 。　
追 跡 は 夜 も 続 き ま す 。 白

黒 の ブ チ の ナ オ ス ケ を 暗 闇

け る 場 所 を 見 つ け た ナ オ スケ は 、

2 2時

3 0分 、 よ う や く

眠 り に つ き ま し た 。 伊 澤 さん も 近 く で 仮 眠 。　
翌 朝 、 目 覚 め た ナ オ ス ケ

が 向 か っ た の は 、 き の う すわ っ て い た 石 の 上 で し た 。　
観 察 結 果 を ま と め た 表 と

地 図 を 見 る と 、 安 心 し て 眠れ る 場 所 を 探 し な が ら 一 日を 過 ご し て い る 行 動 パ タ ーン が よ く わ か り ま す 。 ネ コな り の ル ー ル に 従 い 、 居 心地 の よ い 休 み 場 所 を 見 つ けて く ら し て い る の で す ね 。 の 中 で 見 失 わ な い よ う に する の は 、 な か な か 大 変 。　
あ ち こ ち 歩 き 回 り 落 ち 着

福 音 館 書 店
文 ： 伊 澤 　 雅 子
絵 ： 平 出 　 衛 

ノ ラ ネ コ の 研 究
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 １ 行 記 事　 ９ 月 ７ 日 （ 日 ） 開 催 「 第 ３ ３ 回 あ い お え び 狩 り 世 界 選 手 権 大 会 」 へ の 参 加 申 し 込 み （ は が き ・ ウ ェ ブ ） が 、 あ す １ ０ 日 に ス タ ー ト 。 締 め 切 り は ２ ５ 日 （ 金 ） 。
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 １ 行 記 事　 山 口 市 菜 香 亭 （ 山 口 市 天 花 １ ） が 、 １ １ 月 中 旬 ま で 改 修 工 事 。 館 内 東 側 （ 大 広 間 ・ ２ 階 会 議 室 ） は ８ 月 中 旬 ま で 利 用 停 止 。 続 い て 西 側 、 そ の 後 全 館 が 利 用 停 止 。

　
中 小 零 細 企 業 向 け の セ

ミ ナ ー 「 デ ジ タ ル で 変 える 、 小 さ な 会 社 の 業 務 改善 術 」 が 、 ７ 月 に ２ 回 コー ス で 開 か れ る 。 会 場 はＫ Ｄ Ｄ Ｉ 維 新 ホ ー ル （ 山口 市 小 郡 令 和 １ ） 内 Ｍ ｅｇ ｒ ｉ ｂ ａ だ が 、 オ ン ライ ン で の 受 講 も 可 能 。 時間 は ２ 回 と も 、 午 後 ６ 時半 か ら ８ 時 ま で 。　
１ 回 目 の テ ー マ は 「 無

料 ・ 低 コ ス ト で 始 め る 業務 効 率 化 の 第 一 歩 」  。 手書 き ・ 電 話 な ど の 「 よ くあ る ア ナ ロ グ 業 務 を 見 直そ う 」 や 、 無 料 ・ 低 価 格を 中 心 と し た 「 即 導 入 でき る デ ジ タ ル ツ ー ル 紹介 」 な ど 。 開 催 日 は

1 4日
（ 月 ）  。

　

２ 回 目 の テ ー マ は

「  〝 人 手 が 足 り な い 〞 を 解
決 す る デ ジ タ ル 導 入術 」  。 飲 食 業 、 小 売 業 、サ ー ビ ス 業 な ど 「 業 種別 ・ 省 人 化 の 事 例 紹 介 」や 、 グ ー グ ル カ レ ン ダー ・ Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ 予 約 ・ ク ラウ ド 会 計 な ど を 用 い る

「 無 理 な く 始 め ら れ る 自
動 化 ス テ ッ プ 」 の 紹 介だ 。 開 催 日 は

2 8日  （ 月 ）  。

　
講 師 を 務 め る の は 、 シ

ン プ ル シ ス テ ム 代 表 取 締役 で 中 小 企 業 診 断 士 ・ 情報 処 理 技 術 者 の 伊 藤 勝 彦さ ん 。 自 ら の 会 社 経 営 に加 え 、 業 種 の 異 な る 三 つの 会 社 の 取 締 役 等 も 兼 務

だ 。 自 身 の 会 社 で ク ラ ウド サ ー ビ ス を 展 開 す る など 、 Ｄ Ｘ に も 取 り 組 ん でい る 。　
定 員 は 、 会 場

1 5人 、 オ

ン ラ イ ン

3 0人 。 希 望 者

は 、 自 社 に 合 っ た デ ジ タル 導 入 等 に 関 す る 個 別 相談 を 後 日 受 け る こ と も でき る 。　
受 講 希 望 者 は 、 主 催 す

る 山 口 商 工 会 議 所 広 域 ビジ ネ ス サ ポ ー ト セ ン タ ー（
☎
０ ８ ３

－

９ ７ ２

－

０

０ ７ ５ ） へ 、 応 募 フ ォ ーム （ 二 次 元 コ ー ド か ら ）

「 ２ ０ ２ ５ 年 新 年 写 真 コ ン テ ス ト 」 受 賞 作 品 紹 介

優 秀 賞 「 夏 の 笑 顔 」
小 鷺 の 舞 の 後 、 頭 の 飾 り を 直 し て い る 場 面 を 撮 影 し ま し た 。 優 し い 表 情 が 目 を 引 き ま し た 。

撮 影 者 ： 内 山 え い じ さ ん （ 周 南 市 ） 　 撮 影 日 ： 2 0 2 4 年 7 月 2 7 日 　 撮 影 場 所: 鷺 舞 モ ニ ュ メ ン ト 広 場 付 近 （ 島 根 県 津 和 野 町 ）

※ す べ て の 受 賞 作 品 は 、 サ ン デ ー 山 口 ウ ェ ブ サ イ ト（ htt p s: / / w w w. s u n d a y- y a m a g u c hi. c o.j p /
s hi n n e n / 2 0 2 5 _ s hi n n e n _ p h ot o _ wi n ni n g. p h p ） で も ご 覧 い た だ け ま す 。

会 場  ・  オ  ン  ラ イ  ン  で セ  ミ ナ ー
小 さ な 会 社 の 業 務 改 善 術

　
幸 せ な

老 後 を 送る た め には 、 加 齢と と も に衰 え て くる 運 動 器（ 筋 肉 や骨 格 など ） の 老化 を 防ぎ 、 自 立し た 生 活を 維 持 する こ と が

重 要 だ 。　
講 演 会 「 生 涯 歩 け る 身

体 を 作 る た め に 今 始 め たい 運 動 習 慣 」 が 、

1 6日
　

（ 水 ）  午 後 ２ 時 半 か ら ３ 時半 ま で 、 Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 維 新 ホー ル で 開 か れ る 。 主 催 は山 口 市 産 業 交 流 拠 点 施 設内 に あ る ス ポ ー ツ ク ラ

ブ ・ メ デ ィ フ ィ ッ ト ラ ボで 、 提 携 医 療 機 関 ・ 小 郡第 一 総 合 病 院 の 藤 井 裕 之病 院 長 が 講 師 を 務 め る 。　
運 動 器 機 能 が 衰 え た

り 、 足 や 腰 に 障 害 が 生 じる と 、 立 っ た り 歩 い た りす る た め の 身 体 能 力 が 低下 し た 状 態 「 ロ コ モ テ ィブ シ ン ド ロ ー ム （ ロ コモ ）  」 に な っ て し ま う 。こ の 講 演 会 で は 、 整 形 外

お 知 ら せー 伝 言 板 」 の 掲 載 は あ りま せ ん 。 次 回 は 、

1 6日
　

（ 水 ）  付 に 掲 載 し ま す 。

本 号 へ の「 サ ン デ

科 医 の 藤 井 病 院 長 か ら ロコ モ に つ い て の 説 明 を 受け 、 運 動 器 機 能 の 低 下 を防 ぐ た め に 必 要 な 運 動 習慣 な ど を 教 え て も ら う 。過 去 に 受 講 し た 人 た ち から は 「 毎 日 の 生 活 に 気 を付 け た い と 思 う 」  「 も っと 長 く 、 ゆ っ く り と 聞 きた か っ た 」 な ど の 感 想 が寄 せ ら れ て い る 。　
定 員 は 先 着 １ ５ ０ 人

で 、 聴 講 は 無 料 。 申 し 込み ・ 問 い 合 わ せ は 、 同 施設 （

☎
０ ８ ３

－

９ ０ ２

－

２ ０ ９ ９ ） へ の 電 話 か 申し 込 み フ ォ ー ム （ 二 次 元山 口 井 筒 屋
［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

︻ 催 場 ︼ ~ ８ 月 ７ 日︵ 木 ︶  :

お 中 元 ギ フ ト セ ン

タ ー 【

美 術 ギ ャ ラ リ ー ︼

~

1 4日  ︵ 月 ︶  :

鍋 島 緞 通

展 、 切 絵 ア ー ト ク リ エ ータ ー ａ ｔ ｓ ｕ ｏ ｍ ｉ

　
ｎ

ａ ｋ ａ ｍ ｕ ｒ ａ 「 変 容 」２ ０ ２ ５ 個 展

生 涯 歩 け る 身 体 作 り を

ロ コ モ を 防 ぐ 講 演 会
1 6日

応  募  フ ォ ー  ム

応  募  フ ォ ー  ム

で 申 し 込む 。

コ ー ド から ） で 。

し て お り 、 実 務 経 験に 基 づ い た ノ ウ ハ ウ還 元 型 の 経 営 コ ン サル テ ィ ン グ が 特 徴

1 4 ・2 8  日



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） ７ 月 ９ 日 ㈬ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


